	熊本市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
	熊本市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則

	（資源物等の収集運搬の禁止等）
第12条の2　市及び規則で定める者(以下「市等」という。)以外の者は、収集場所に搬出された定期収集家庭廃棄物のうち、新聞紙、缶その他再資源化等の対象となる物として規則で定めるもの(以下これらを「資源物等」という。)を収集し、又は運搬してはならない。
	（資源物等の収集運搬の禁止等）
第16条　条例第12条の2第1項の規則で定める者は、集団回収登録団体に属する者及び当該団体の委託を受けた集団回収登録業者（市が収集場所において定期収集家庭廃棄物の収集を行う日以外の日において、当該集団回収登録団体の行う再生資源集団回収活動として、又は当該活動のための委託を受けて収集又は運搬を行う場合に限る。）とする。

2　条例第12条の2第1項の規則で定めるものは、次に掲げる物とする。
(1)　新聞折込みちらし、段ボール、雑誌その他再資源化等の対象となる古紙（新聞紙を除く。）
(2)　自転車
(3)　ペットボトル
(4)　衣類その他再資源化等の対象となる古布
(5)　なべ、やかん、フライパン及びかま
(6)　ガラスびん
　(7)　乾電池

	2　市は、市民と協力することにより、市等以外の者が前項の規定に違反して資源物等を収集し、又は運搬することがないよう必要な措置を講ずるものとする。
	

	3　市長は、市等以外の者が第1項の規定に違反して、資源物等を収集し、又は運搬したときは、その者に対し、これらの行為を行わないよう命ずることができる。
	（収集運搬禁止命令）

第17条　条例第12条の2第3項の規定による命令は、収集・運搬禁止命令書（様式第12号）により行うものとする。

	（熊本市行政手続条例の適用除外）
第19条　第12条の2第3項の規定による命令については、熊本市行政手続条例(平成10年条例第42号)第3章の規定は、適用しない。
	

	（罰則）
第21条　第12条の2第3項の規定による命令に違反した者は、20万円以下の罰金に処する。
	

	（両罰規定）
第22条　法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、前条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対して同条の罰金刑を科する。
	


